
両磐構想区域の状況について 

１ 地域医療構想について 

急速な少子高齢化が進む中、医療介護需要の増大と疾病構造の変化が予測され、限られ

た医療資源を効率的かつ効果的に活用することや医療と介護の連携を図るため、患者のニ

ーズに応じ、高度急性期から急性期、回復期、慢性期、在宅医療・介護に至るまで一連の

サービスが切れ目なく、過不足なく提供される医療体制の確保を目指すもの。 

 

２ これまでの主な経緯 

平成28年３月 ○ 岩手県地域医療構想を策定 

平成30年８月 ○ 団塊の世代が75歳以上となる2025（令和７）年の病床機能ごとの必

要病床数と病床機能報告とを比較するとともに、各病院に作成依頼し

た「地域医療構想実現に向けた取組シート」（具体的対応方針）につ

いて協議（以後、毎年度実施） 

令和２年２月 ○ 令和元年９月、国から一関市国民健康保険藤沢病院を再検証対象医

療機関として具体的対応方針を再検証するよう要請。協議の結果、令

和３年３月から病床機能を急性期から回復期に変更し、病床数を54床

から44床に減床することとした。 

令和５年11月 ○ 国の通知により、民間医療機関も含めた各医療機関の対応方針の策

定を行うこととされたことを受け、有床診療所において新たに具体的

対応方針を策定 

 

３ 機能別病床数の推移 

 

 

 

資料５ 
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４ 2025（令和７）年の病床見込み数 と 必要病床数 の比較（具体的対応方針） 

 

 

５ 在宅医療（R4.7～R5.6） 
  

訪問診療実施件数 往診実施件数 在宅見取り件数 

一関病院 1,697  129  108  

一関中央クリニック 842  5  3  

藤沢病院 798  48  38  

昭和病院 441  15  19  

大東病院 34  4  2  

岩手病院 25    

磐井病院 23  15  14  

千厩病院 20  3  3  

合計 3,880  219  187  

※ 上表は、病床機能報告の対象となる医療機関のみの実績を取りまとめたものであ

ること。 

令和７年度病床見込み数（R5時点）

全体 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

ひがしやま病院（病床廃止） 0

旧西城病院（病床廃止） 0

一関市国民健康保険藤沢病院 44 44

医療法人社団愛生会昭和病院 54 54

一関病院 110 110

岩手県立大東病院 29 29

岩手県立千厩病院 120 60 60

独立行政法人国立病院機構岩手病院 250 50 200

岩手県立磐井病院 305 305

一関中央クリニック 17 17

コスモスレディースクリニック 12 12

齊藤産婦人科医院 19 19

二宮眼科医院 12 12

合計_令和７年度病床見込数 972 0 589 183 200

【比較】令和７年度必要病床数

　　※H28.3地域医療構想策定時
881 354 290 237

(76 ) (278 )

医療機関名


